
★コロナや円安の影響で、海外に留学するハードルは高くなりましたが、オンラ
インを有効に使い様々な国の方と交流できれば、英語力の向上や国際感覚
を養うチャンスはより多くの子供たちへ広げられます。
★一部の県立高校で行っている海外の高校生や大学生との共同探求型
学習を、より多くの高校で行えるようにすべきです。
★他国の学生と学びあうなかで、世界の中での日本の立ち位置に気付き、
自分の意見を持つところから主権者意識も育まれると思います。

オンラインを活用した国際交流を

子供たちへの多様な教育環境を用意する

1. 「働く」を改革する
◆ 正規雇用につながる公的職業訓練の

充実・就業までの伴走支援を
◆ 子育てと仕事を両立できる仕組みづくりを

2. 子供たちへの多様な教育環境を用意する
◆ オンラインを活用した国際交流を
◆ 不登校の子供たちへの支援を

3. 安心して住み続けられる浦和区をつくる
◆ お年寄りを孤立させない地域のつながりを
◆ 荒川氾濫時に備えた自然保全を

「まちづくりアンケート」に
ご協力お願いします

野本れいこが目指す社会

1977年 埼玉県秩父出身の父と神奈川県横浜出身の母との間に生まれる 45歳 巳年
私立香蘭女学校中学校・高等学校卒業 高校生徒会長も務める

1999年 新党さきがけを旗揚げした田中秀征先生主宰「民権塾」1期生
2000年 早稲田大学 政治経済学部 政治学科卒業

在学中 前米沢市長である安部三十郎氏の選挙を手伝い
民主主義の力を「市民力」に見出す
大学卒業後 母校である香蘭女学校入職

2004年 一男二女の子育て 専業主婦を11年経験
2015年 民主改革さいたま市議団で政務調査員を6年半務める
2021年 厚労省主催 就職氷河期世代向け再就職支援プログラム履修
2022年 衆議院議員 落合貴之政策スタッフ

NPO法人「民権塾」副理事長 防災士
♪ピアノ（特にショパン）
♪料理


